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東京大学大学院経済学研究科 

長瀬修 

 

和文要旨 

 

 1971 年の精神遅滞者の権利宣言から本格化した、障害分野の権利保障の取り組みは、

1987 年の最初の条約提案から 20 年を要して、2006 年 12 月に国連総会での障害者の権利

条約（Convention on the Rights of Persons with Disabilities）の採択に到達した。同条約

は障害者を保護される客体から、権利の主体へと転換する、パラダイムシフトを示すもの

である。同条約の交渉過程において、本人活動を基盤とした知的障害者を含む、障害者の

代表が果たした大きな役割はまさにそれを象徴している。知的障害分野にとって重要な条

文には、家族、コミュニケーション、合理的配慮の欠如と差別、障害のある子ども、意識

向上、アクセシビリティ、生命に対する権利、法の前における平等な承認、自立した生活

及び地域社会へのインクルージョン、家庭及び家族の尊重、教育、労働及び雇用、などが

含まれる。 
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